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chronology 香南市10年の歩み香南市10年の歩み市10年の歩み市10年の歩み

そ
し
て
未
来
へ
。みみ歩み歩み

10
周
年

10
周
年

10
周
年

画
像
提
供
：
香
南
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

▲まちの10年を振り返る動画は
　こちらから

平
成
18
年（
２
０
０
６
年
） 

 
 

３
月   

香
南
市
発
足

４
月   

初
代
市
長
に
仙
頭
義
寛
氏
就
任 

　
　
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置

７
月   

香
南
市
観
光
協
会
設
立

９
月   

香
南
市
総
合
防
災
訓
練
実
施

10
月   

野
市
ふ
れ
あ
い
広
場
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
オ
ー
プ
ン

11
月   

沖
縄
県
八
重
瀬
町
と
姉
妹
都
市
提
携

           

香
南
市
市
章
制
定

           

ふ
れ
あ
い
高
新
in
香
南
開
催

12
月   

南
国
安
芸
地
区
広
域
農
道
三
宝
山
ト
ン
ネ
ル
開
通

平
成
19
年（
２
０
０
７
年
） 

 
 

３
月   

香
南
市
第
１
次
振
興
計
画
策
定

７
月   

弁
天
座
オ
ー
プ
ン

10
月   

香
南
市
の
木
・
鳥
・
花
決
定

平
成
20
年（
２
０
０
８
年
） 

 
 

３
月   

富
家
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
完
成

７
月   

香
南
市
地
域
情
報
セ
ン
タ
ー
完
成

８
月   

香
南
市
こ
ど
も
よ
さ
こ
い
連
合
会
、よ
さ
こ
い
祭
り

　
　
　
初
出
場

10
月   

赤
岡
保
育
所
完
成

12
月   

香
南
市
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
完
成

平
成
21
年（
２
０
０
９
年
） 

 
 

１
月   

野
市
小
学
校
第
２
児
童
ク
ラ
ブ
完
成

３
月   

赤
岡
市
民
館
完
成

           

野
市
消
防
分
団
屯
所
新
築
移
転

           

旧
赤
岡
町
の
土
佐
芝
居
絵
屏
風
23
点
、県
保
護
有
形

　
　
　
文
化
財
指
定

４
月   

野
市
幼
稚
園
完
成

５
月   

香
南
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー
設
置

平
成
22
年（
２
０
１
０
年
） 

 
 

３
月   

香
我
美
小
学
校
・
幼
稚
園
増
築

           

陸
上
自
衛
隊
第
50
普
通
科
連
隊
移
駐

４
月   

の
い
ち
駐
在
所
完
成

平
成
23
年（
２
０
１
１
年
） 

 
 

３
月   

野
市
中
学
校
武
道
館
完
成

          

高
知
東
部
自
動
車
道
香
南
や
す
IC
〜
芸
西
西
IC
開
通

４
月   

香
南
市
情
報
通
信
基
盤
事
業（
光
ケ
ー
ブ
ル
化
）完
成

９
月   

香
南
市
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
開
始

平
成
24
年（
２
０
１
２
年
） 

 
 

３
月   

香
南
市
消
防
庁
舎
完
成

４
月   

南
国
・
香
南
・
香
美
租
税
債
権
管
理
機
構
設
立

７
月   

清
藤
真
司
新
市
長
就
任

10
月   

香
南
市
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
設
置

平
成
25
年（
２
０
１
３
年
） 

 
 

２
月   

高
知
東
部
自
動
車
道
香
南
か
が
み
IC
〜
香
南
や
す
IC
開
通

３
月   

岸
本
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
完
成

          

西
川
公
民
館
完
成

４
月   

西
川
地
区
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
設
立

７
月   

更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
香
南
開
所

10
月   

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
よ
さ
こ
い
高
知
２
０
１
５
開
催

平
成
26
年（
２
０
１
４
年
） 

 
 

３
月   

高
知
東
部
自
動
車
道
香
南
か
が
み
IC
〜
香
南
の
い
ち

　
　
　
IC
開
通

           

香
南
工
業
団
地
本
体
造
成
工
事
完
了

５
月   

生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
こ
う
な
ん
設
置

７
月   

陸
上
自
衛
隊
高
知
演
習
場
完
成

          

赤
岡
小
学
校
体
育
館
完
成

８
月   

台
風
12
号
・
11
号
が
上
陸
し
、大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す

          

こ
う
な
ん
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成

10
月   

津
波
避
難
タ
ワ
ー
第
１
号（
吉
川
町
）完
成

平
成
27
年（
２
０
１
５
年
） 

 
 

２
月   

絵
金
蔵
開
館
10
周
年 

 
 

９
月   

第
１
回
香
南
市
こ
ど
も
議
会
開
催  

10
月   

デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
運
用
開
始

 
 

 

平
成
28
年（
２
０
１
６
年
） 

 
 

２
月   

市
制
施
行
・
合
併
10
周
年
記
念
式
典
開
催

　

平
成
18
年
３
月
、５
つ
の
ま
ち
が
合
併
し
て

ス
タ
ー
ト
し
た
香
南
市
は
こ
の
春
10
年
を
迎
え

ま
し
た
。

　

伝
統
や
文
化
、産
業
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
旧
町

村
が
持
っ
て
い
た
魅
力
と
特
徴
を
引
き
継
ぎ
な

が
ら
、人
と
人
が
つ
な
が
り
、ひ
と
つ
の
ま
ち
と

し
て
慣
れ
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

合
併
し
て
ま
ち
の
名
前
が
変
わ
っ
た
だ
け
で

は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。ま
ち
の
発
展
の
た
め
、

こ
の
10
年
間
、行
政
や
地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。多
く
の
成
果

が
あ
り
ま
し
た
が
、中
山
間
地
域
の
人
口
減
少

対
策
や
産
業
の
振
興
、南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策

な
ど
、見
え
て
き
た
課
題
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　

今
の
生
活
を
さ
ら
に
よ
く
し
な
が
ら
、10
年

先
、50
年
先
の
未
来
を
考
え
、子
ど
も
た
ち
や
孫

た
ち
が
住
み
や
す
い
ま
ち
と
な
る
こ
と
が
私
た

ち
の
願
い
で
あ
り
責
務
で
も
あ
る
は
ず
で
す
。

　

こ
の
先
、も
っ
と
い
い
ま
ち
に
な
っ
て
い
る
よ
う

に
、私
た
ち
の
手
で
香
南
市
を
創
り
あ
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

香南市合併10周年

3２０１６.４ 2 ２０１６.４



　

写
真
・
書
道
・
洋
画
・
日
本
画
・
陶
芸
の
５
部
門
の
入
賞
、入
選
作
品
と
審
査
員
、無
鑑
査
、招
待

作
家
の
作
品
が
展
示
さ
れ
た「
第
10
回
香
南
市
美
術
展
覧
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
期
中
、写
真
の
部
に
は
545
人
、書
道
・
絵
画
の
部
に
は
434
人
、陶
芸
の
部
に
は
285
人
と
、市
内

外
か
ら
多
く
の
鑑
賞
者
が
来
場
。各
部
門
の
力
作
に
感
嘆
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

特
選｢

書
道
の
部｣

  『
不
知
香
積
寺
』 

  　

 

長
瀬
恵
美(

野
市
町)

特選｢陶芸の部｣
  『碧の水指』 西田宣生(南国市)

特
選｢

絵
画(

日
本
画)

の
部｣

  

『
郷
』 

永
井
佐
智
子(

高
知
市)

特
選｢

写
真
の
部｣

  

『
予
感
』 

池
知  

隆(

南
国
市)

特
選｢

絵
画(

洋
画)

の
部｣

　  『
秋
・
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
』 

  　

 

上
村
菜
々
子(

野
市
町)

第１０回
香南市
美術展覧会

【
審
査
員
】

写　

真
：
岩
崎　

勇

　
　
　
　

反
田
浩
昭

書　

道
：
濵
田
尚
川

洋　

画
：
田
島　

栄　

日
本
画
：
荒
木
陽
一

入
賞
者    
市
在
住
者
の
み
掲
載（
敬
称
略
）

■
写
真
の
部

　
【
褒
状
】[

野
市
町] 

山
西
典
夫

　
【
入
選
】[

野
市
町] 

氏
原
敏
文
・
岸
田
昌
親
・
大
庭
延
美
・
前
中
良
啓

　
　
　
　

恒
石  

丹
・
川
谷
秀
典
・
島
内
美
智
子
・
小
松
昭
三

　
　
　
　

太
田
和
子
・
小
松
昭
夫
・
半
田
中
將
・
武
内  

巌

　
　
　
　

[

香
我
美
町]  

別
役
悦
子
・
谷
岡
賢
二

　
　
　
　

[

赤
岡
町]  

川
添
浩
介

　
　
　
　

[

夜
須
町]  

葛
根
雅
代
・
清
遠
久
夫

■
書
道
の
部

　
【
奨
励
】﹇
野
市
町
﹈ 

和
田
瑛
子

　
【
招
待
】﹇
野
市
町
﹈ 

竹
森
桂
翠

　
【
新
人
賞
】﹇
夜
須
町
﹈ 

相
澤
衣
都
樹

　
【
入
選
】﹇
野
市
町
﹈ 

大
谷
貴
恵
・
町
田
尚
桜
・
溝
渕
龍
泉
・
溝
渕
文
泉

　
　
　
　

寺
村
真
柳
・
岩
井
純
子
・
島
内
瑞
紅
・
吉
本
蕙
風

　
　
　
　

刈
谷
祐
子
・
村
上
紅
珱
・
齊
藤
佐
津
子

　
　
　
　
﹇
夜
須
町
﹈ 

中
村
雅
子
・
佐
々
木
和
子
・
城
武
美
穂

■
絵
画（
日
本
画
）の
部

　
【
入
選
】﹇
野
市
町
﹈ 

常
石
峰
子
・
吉
岡
澄
子

■
絵
画（
洋
画
）の
部

　
【
褒
状
】﹇
野
市
町
﹈ 

島
村
立
法
・
北
村
善
子

　
【
招
待
】﹇
野
市
町
﹈ 

中
谷
政
勝

　
【
入
選
】﹇
野
市
町
﹈ 

岡
本
康
子
・
藤
原
真
弓
・
土
居
泰
寛

　
　
　
　

土
居
充
枝
・
田
村
崇

■
陶
芸
の
部

　
【
褒
状
】﹇
野
市
町
﹈ 

形
見
浤
三

　
【
奨
励
】﹇
野
市
町
﹈ 

西
岡
健
一

　
　
　
　

 ﹇
香
我
美
町
﹈ 

所
谷
由
利
江

　
【
市
制
10
周
年
記
念
特
別
賞
】﹇
野
市
町
﹈ 

吉
良  

博

　
【
入
選
】﹇
野
市
町
﹈ 

田
内
晶
子
・
猪
原
由
美
子
・
品
原
節
子

　
　
　
　
﹇
夜
須
町
﹈ 

熊
谷
純
子
・
永
野
文
夫

写
真
の
部
／
１
月
16
日（
土
）〜
24
日（
日
）

書
道
・
絵
画
・
陶
芸
の
部
／
２
月
20
日（
土
）〜
２
月
28
日（
日
）

野
市
図
書
館（
写
真
・
書
道
・
絵
画
）・
香
我
美
図
書
館（
陶
芸
）

『
郷
『
郷
』』
永
井
永
井
佐
智
佐
智
子子((

高
知
高
知
市市))

 

上
村
上
村
菜
々
菜
々
子子((

野
市
野
市
町町))

上
村
菜

子(

野
市

)

『
予
『
予
感
』
感
』
池
知
池
知 

隆隆((

南
国
南
国
市市))

長
瀬
長
瀬
恵
美
恵
美((

野
市
野
市
町町))

品
と
審
査
員
、無
鑑
査
、招

催
さ
れ
ま
し
た
。

芸
の
部
に
は
285
人
と
、市

が
っ
て
い
ま
し
た
。

選｢

書
道
の
部｣

【
審
査
員
】

写

真
：
岩
崎

反
田
浩

書

道
：
濵
田
尚

洋

画
：
田
島

日
本
画
：
荒
木
陽 招

待
市
内勇

浩
昭

尚
川栄

陽
一

入
賞
者
市
在
住
者
の
み
掲
載（
敬
称
略
）

■
写
真
の
部

【
褒
状
】[

野
市
町] 

山
西
典
夫

【
入
選
】[

野
市
町] 

氏
原
敏
文
・
岸
田
昌
親
・
大
庭
延
美
・
前
中
良
啓

恒
石 

丹
・
川
谷
秀
典
・
島
内
美
智
子
・
小
松
昭
三

太
田
和
子
・
小
松
昭
夫
・
半
田
中
將
・
武
内
巌

[

香
我
美
町]  

別
役
悦
子
・
谷
岡
賢
二

[

赤
岡
町]  

川
添
浩
介

[

夜
須
町]  

葛
根
雅
代
・
清
遠
久
夫

■
書
道
の
部

【
奨
励
】﹇
野
市
町
﹈
和
田
瑛
子

【
招
待
】﹇
野
市
町
﹈
竹
森
桂
翠

【
新
人
賞
】﹇
夜
須
町
﹈
相
澤
衣
都
樹

香
南
市
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業

　

香
南
市
文
化
協
会

　

総
合
文
化
祭

　

３
月
５
日（
土
）〜
６
日

（
日
）夜
須
中
央
公
民
館
で

市
文
化
協
会
総
合
文
化
祭

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
町
の
文
化
協
会
が
一

堂
に
会
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
活

動
を
発
表
す
る
の
は
初
の

試
み
。

　

絵
画
や
折
り
紙
な
ど
の

展
示
と
、舞
台
芸
能
発
表

が
行
わ
れ
、多
く
の
観
客
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

■
教
育
・
文
化
功
労
賞　

野
島　

隅
子
さ
ん（
香
我
美
町
）

■
保
健
衛
生
功
労
賞　

上
田　

明
美
さ
ん（
夜
須
町
）

■
社
会
福
祉
功
労
賞　

牧
田　

貞
保
さ
ん（
香
我
美
町
）

■
環
境
功
労
賞

の
い
ち
あ
じ
さ
い
街
道
を
守
る
会

■
ま
ち
づ
く
り
功
労
賞　

石
川　

鶴
子
さ
ん（
香
我
美
町
）

■
善
行
表
彰

西
内　

正
澄
さ
ん（
赤
岡
町
）

久
武　

惠
一
さ
ん（
赤
岡
町
）

医
療
法
人
公
世
会　

野
市
中
央
病
院

山
本
貴
金
属
地
金
株
式
会
社

■
特
別
功
労
表
彰

島
﨑　

隆
弘
さ
ん（
吉
川
町
）

仙
頭　

義
寛
さ
ん（
野
市
町
）

野
崎　

昌
男
さ
ん（
野
市
町
）

山
本　

学
さ
ん（
野
市
町
）

（
故
）濱
田　

義
秋
さ
ん（
赤
岡
町
）

  
第
２
回
香
南
市
表
彰

　

記
念
式
典
に
併
せ
て
、第
２
回

香
南
市
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。市

の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
11
人
３

団
体
の
皆
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

受
賞
者
の
皆
さ
ん

香
南
市
制
施
行
・
合
併

10
周
年
記
念
式
典

　

２
月
27
日（
土
）の
い
ち
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
サ
ン
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、市
主
催
で
10
周
年
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

市
内
の
各
自
治
会
長
や
市
関
係
者
な
ど
約
400
人
が
参
加
。香

南
市
表
彰
の
授
与
を
は
じ
め
、野
市
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
、

合
併
し
た
平
成
18
年
生
ま
れ
の
小
学
４
年
生
８
人
が
香
南
市
の

作
文
を
読
み
上
げ
、式
典
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

に香、の

受
賞
者
の
皆
さ
ん

作文を発表してくれた10歳の皆さん
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製糖作業も
体験しました

月
に
八
重
瀬
町
に
着
任

し
て
か
ら
、
２９
度
以
上
を

超
え
る
日
が
続
き
「
こ
れ
が
沖
縄

か
！
」と
驚
い
て
い
た
ら
、エ
ル
ニ
ー

ニ
ョ
現
象
に
よ
る
影
響
と
の
こ
と
で

安
心
し
ま
し
た
。

　
　

八
重
瀬
町
へ
来
て
、２
つ
の
ま
ち

の
共
通
点
を
見
つ
け
ま
し
た
。都
市

部（
那
覇
市
）か
ら
近
く
、ベ
ッ
ト
タ

ウ
ン
化
し
つ
つ
も
農
業
が
盛
ん
で
、

自
然
が
豊
か
で
す
。

　
　

全
国
的
に
人
口
減
少
が
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、な
ん
と
八
重

瀬
町
は
合
併
後
１０
年
間
で
約
３

千
５
百
人
も
人
口
が
増
え
、３
万

人
を
達
成
し
ま
し
た
。
社
会
増
だ

け
で
な
く
、
出
生
率
も
高
く
自
然

増
が
多
い
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
こ
と

で
す
。

　　　

毎
年
、香
南
市
の
中
学
生
が
修

学
旅
行
で
八
重
瀬
町
を
訪
れ
ま

す
。
土
佐
之
塔
で
の
平
和
集
会
な

ど
、平
和
を
学
ぶ
こ
と
で
お
互
い
の

ま
ち
の
歴
史
や
文
化
を
学
び
ま

す
。
生
徒
が
八
重
瀬
町
と
の
絆
を

知
っ
て
、こ
れ
か
ら
も
姉
妹
都
市
の

関
係
を
大
切
に
育
て
て
い
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　
　

初
め
て
の
八
重
瀬
暮
ら
し
は
、

周
り
の
皆
さ
ん
に
助
け
ら
れ
、支
え

ら
れ
て
の
１
年
で
し
た
。い
ろ
ん
な

行
事
や
イ
ベ
ン
ト
に
誘
っ
て
い
た
だ

き
、初
め
て
の
体
験
を
た
く
さ
ん
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　

親
族
や
地
域
の
結
び
つ
き
が
強

く
、
助
け
合
う
相
互
扶
助
の
精
神

「
ゆ
い
ま
ー
る
」が
残
る
八
重
瀬
町

に
学
ぶ
こ
と
は
多
く
、
豊
さ
に
つ
い

て
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　

沖
縄
は
、
慰
霊
の
日
（
６
月
２３

日
）
頃
に
夏
至
南
風
と
呼
ば
れ
る

季
節
風
が
吹
き
、本
格
的
な
夏
が

や
っ
て
き
ま
す
。

　
　

１０
月
に
は
新
北
風
が
吹
き
始

め
、
沖
縄
は
長
い
夏
か
ら
解
放
さ

れ
、秋
の
入
り
と
な
り
ま
す
。

　　

鬼
餅
寒
は
１
月
下
旬
か
ら
２
月

上
旬
（
旧
暦
１２
月
８
日
の
鬼
餅
行

事
の
頃
）の
沖
縄
で
も
っ
と
も
寒
い

時
期
の
こ
と
で
す
が
、そ
れ
で
も
平

均
２１
度
く
ら
い
で
、ず
い
ぶ
ん
と
暖

か
で
す
。

　　
４
月
に
な
る
と
デ
イ
ゴ
や
月
桃
、

テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
の
花
が
満
開
に
な
り
、

沖
縄
で
最
も
過
ご
し
や
す
い「
う
り

ず
ん
」の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。

　　
た
く
さ
ん
の
人
と
の
出
会
い
が
ス

タ
ー
ト
し
、特
別
暑
か
っ
た
思
い
出

の
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。う
り
ず
ん

の
季
節
に
は
、八
重
瀬
で
の
こ
と
を

こ
れ
か
ら
も
思
い
出
す
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　
　
こ
の
貴
重
な
経
験
を
今
後
の
仕

事
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。
1
年

間
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　　　

香
南
市
人
事
交
流
職
員

　　　　　　　　　　　　　　　　

田
中
菜
生

【住民環境課のメンバー】みんなで八重瀬町の

「Ｙ」のポーズ。

【やえせ桜まつり／２月】町花木の緋寒桜（ひかん

ざくら）は１月ごろから咲き始めます。

【具志頭大綱曳き／９月】３年に一度、具志頭公

民館前で開催されます。地区内で東（アガリ）と西

（イリ）に分かれて、私も綱をひきました。

【NAHAマラソン／１２月】初めてフルマラソンに参

加しました。八重瀬町の道もマラソンコースです。

【八重瀬町役場】今年の１月４日に新庁舎がオー

プンしました。

【畜産共進会／８月】町内の牛とヤギの品評会、

保育園の園児たちも見学に来ていました。

【電照菊の菊ミネーション／１２月】冬の風物詩、電

照菊は夜間に見学者がいる程です。

や
え
せ
ち
ょ
う

カ
ー
チ
ー
ベ
ー

ミ
ー
ニ
シ

ム
ー
チ
ー
ビ
ー
サ

ム
ー
チ
ー

１

１

２

３

４

５５

５

６
６

７７

７

似
て
い
る
２
つ
の
ま
ち

姉
妹
都
市
の
絆

め
ぐ
る
四
季

温
か
く
優
し
い
八
重
瀬

　
　

香
南
市
か
ら
遠
く
離
れ
た
、
沖
縄
県
八
重
瀬
町
と
は
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
姉
妹
都
市
交
流
を
し
て
い
ま
す
。行
政
職
員
の
人
事
交
流
で

は
、
平
成
２７
年
度
に
３
人
目
の
交
流
員
と
し
て
、
企
画
財
政
課
の
田

中
菜
生
主
査
が
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
４
月
か
ら
八
重
瀬
町
で

暮
ら
し
、
八
重
瀬
町
役
場
の
職
員
と
し
て
住
民
環
境
課
で
勤
務
し

た
彼
女
の
１
年
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　　

田
中
主
査
の
卒
業
レ
ポ
ー
ト
を
紹
介
し
ま
す
。　

４

　　　　
　　
　　

　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

　 沖
縄での１２カ月

八重瀬町
卒業卒業

レポートレポート

八重瀬町
卒業

レポート

町

デ
イ
ゴ
や

な
る
と
デ

リ
の
花

３
月
は
卒
業
式
の
シ
ー
ズ
ン
。今
年
も

市
内
各
所
で
卒
業
式
・
卒
園
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。卒
業
生
た
ち
は
、た
く
さ
ん
の
思

い
出
と
希
望
を
胸
に
、恩
師
や
友
と
過
ご

し
た
学
び
舎
を
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

3/23//////////////

３３
月
は

市市
内
各

まま
し
た

い
出
い

と

し
た
し
た
学学

３市まいいし

3///////////////12

///////////

3/////////////23

3///////////////12 夜須中学校夜須中学校夜須中学校

3/////////////23

///

////////岸本小学校岸本小学校岸本小学校

野
市
小
学
校

野
市
小
学
校

野
市
小
学
校

/

//
学校名

赤  岡

香我美

野  市

夜  須

香我美

岸  本

野  市

佐  古

野市東

夜  須

吉  川

赤  岡

卒業生数

20人

70人

167人

18人

19人

53人

9人

101人

44人

52人

27人

8人

保育・幼稚園名

野  市

野市東

香我美

夜  須

香我美
　おれんじ

野  市

佐  古

野市東

夜  須

吉川みどり

赤  岡

46人

18人

24人

29人

28人

54人

29人

24人

16人

5人

卒園児数

46人中
学
校

小
学
校

幼
稚
園

保
育
所

人

人

人

人

275

313

134

185

平成２７年度 卒業・卒園者数

赤岡中学校赤岡中学校赤岡中学校

吉
川
小
学
校

吉
川
小
学
校

吉
川
小
学
校
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域の農業と
生活を守る地

日本型直接支払制度

多面的機能支払制度（対象…市内全域)
地域の共同活動を支援します。

■水路の泥上げ、農道の路面維持など…3,000円/10アール
■植栽やビオトープづくりなど農村環境活動…2,400円/10アール 
■水路や農道などの補修や更新…4,400円/10アール

　近年、中山間地域での高齢化や就農人口の減少などにより、
農業や集落の維持を懸念する声があがっています。
　個人では難しくても、地域の仲間と協力して農業を続けていく
ことで、自然環境を含め農業と地域を守っていくことができま
す。こうした農業の担い手の負担の軽減と所得向上、地域の活
性化に結びつけていくために「直接支払制度」があります。ぜひ
活用してください。

お住まいの地域に合った制度活用
を提案させていただきますので、
興味がある方はぜひ農林課へご
相談ください。なお、平成28年度中
から活用したい場合は、４月中に
一度ご連絡をお願いします。

環境保全型直接支払制度（対象…市内全域)
化学肥料・化学合成農薬の使用を５割低減する取り組みとセッ
トで行う下記の営農活動を支援します。 
■緑肥の作付け…8,000円/10アール
■堆肥の施用…4,400円/10アール
■有機農業など…8,000円/10アール

中山間地域等直接支払制度（対象…中山間地域など)
条件不利地での農業生産活動を継続する活動を支援します。
■急傾斜地の田の場合…21,000円/10アール
■急傾斜地の畑の場合…11,500円/10アール

農林課　☎57-7517

すべての制度において、▲

２人以上で活動組織をつくり、農業振興地域
農用地区域内の農地で活動する必要があり
ます。▲

金額は活動内容などによって変動します。▲

対象地域など詳細はお問い合わせください。

５割以上を個人に配分し、
残りは地区の草刈りや水路
を改修するなど、地域と農
業者の実情に応じた幅広
い使途に活用できます。

■交付金は…
地域での共同活動に全額
を活用してください。

■交付金は…

４月中に

３つの制度の概要を紹介します

伝言板

香　南　市　役　所 香南市の取り組みや事業を
紹介するコーナーです

地域支援課　　☎５７‐８５０３市営バスのバス停と路線の変更を
　　解除します(野市町)
　　野市町内県道３６４号の下水道工事完了に伴い、自動

車などの通行制限が解除されます。市営バスも４月１日か

ら「龍河洞通」「野市東町」のバス停と運行路線が元に戻

ります。工事期間中のご協力ありがとうございました。

●とさでん交通バスも元の路線に戻ります。詳しくはとさ

でん交通株式会社まで（☎０５７０-088-103）

香南市
役所

日和崎
石油

バス停

野市
東町

バス停

龍河洞通

ドラッグ
ストア

のいち駅

臨
時バス停

龍河洞通

臨時
バス停
野市
東町

×

×

　　第３回香南市産業振興計画策定委員会を開催し、各

分野における進捗状況や２８年度の取り組みについて議

論を行いました。

　　まず初めに、生産者をはじめ民間事業者、各種団体、

行政関係者等で構成する分野別部会でいただいた意見

や提案等を踏まえて検討し、２８年度の取り組みへ反映し

たことを報告。

　　委員からは「計画づくりの前に課題など現状認識をしっ

かり行うこと」「分野同士が有機的につながり、まちづくり

グランドデザインとの両輪でより踏み込んだ議論を」など

といった今後の取り組みを進めていく上で貴重な意見が

出されました。

　　今後も産業関係者から思いを聞き、取り組みをバージ

ョンアップさせ、実効性のある産業振興計画にしていき

ます。

※策定委員の募集については、１２ページに掲載

産業関係者の思いを産業振興計画に反映
商工水産課 ５７‐７５２０２月18日（木）

　　先の大戦で尊い命を奪われた人々を追悼し、平和を祈

念する戦没者追悼式が、のいちふれあいセンターサンホー

ルにおいて挙行されました。

　　式典では、約２００人の参列者が献花を行い、戦没者の冥

福を祈り、平和を守り続けることを誓いました。

　　また、赤岡中学校２年の有澤彩音さんが、修学旅行で

沖縄を訪れた際に現地で感じた戦争について書いた「平

和の作文」を朗読し、戦争の悲惨さを伝えました。

福祉事務所永遠の平和を祈る戦没者追悼式
５７‐８５０９３月５日（土）

　　高知県では、犯罪のない安全で安心なまちづくりを進

めています。

　　「平成27年度高知県犯罪のない安全安心まちづくりポ

スター」を県内から募集。その中から、野市東小学校６年の

酒井愛望さんの作品が最優秀賞、香我美小学校６年の北

村理紗さんの作品が佳作に選ばれました。酒井さんの作

品は、防犯啓発として県内各所にて掲示されています。

　　また、野市町の「みどり野自主防災防犯連合会」が、子

ども会と連携した防犯パトロールや犯罪の起きにくい環

境づくりや青少年の健全育成などへの取り組みが評価さ

れ、「平成27年度高知県安全安

心まちづくり厚労団体」として表

彰されました。

安

表心まちづくり厚労団体」として表

彰されました。した。し彰されまさ

表

▲酒井愛望さんの作品▲みどり野自主防災防犯連合会

安全安心まちづくりで表彰されました
防災対策課　　☎５７‐８５０１２月15日（月）
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クローズアップ！クローズアップ！クローズアップ！

福祉
事務所

　

環
境
対
策
課
で
は
、ご
み
を
減
ら
す
た
め
、

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
す
る
た
め
の
補
助
を
実
施
し

て
い
ま
す
。平
成
28
年
度
環
境
対
策
課
の
補
助
金
等
を
ご
紹

介
し
ま
す
。詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

環境

平
成
28
年
度　
環
境
対
策
課
補
助
金

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
！

C L O S E  U
P

C L O S E  U
P

問
環
境
対
策
課　

☎
５
７
ー

８
５
０
８

　

性
暴
力
の
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
や
、そ
の
ご
家
族
な
ど
が

安
心
し
て
相
談
で
き
、相
談
や
医
療
面
の
ケ
ア
を
含
め
必
要

な
支
援
が
迅
速
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
協
力
し
、支
援
を
行
う

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。

性
暴
力
被
害
者

サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
こ
う
ち

■
４
月
か
ら

　

性
暴
力
被
害
相
談
専
用
電
話

　
『
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｌ　
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ
』を

　
　
　
　
　
　
　

開
設
し
ま
す
！

　
　
こ
う
ち
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

高
知
県
・
高
知
県
警
・
高
知
県
産
婦
人

科
医
会
と
「
性
暴
力
被
害
者
へ
の
相
談

や
支
援
に
お
け
る
連
携
・
協
力
に
関
す

る
協
定
」
を
結
び
、
性
暴
力
被
害
に
苦

し
む
方
々
へ
の
支
援
に
取
り
組
む
た

め
、
平
成
28
年
４
月
か
ら
専
用
の
相
談

電
話
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
　

あ
な
た
が
一
歩
を
踏
み
出
す
た
め
の

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
一
人
で
悩
ま
ず
勇
気
を
出
し
て
お

電
話
く
だ
さ
い
。

相
談
　
　

Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｌ　

Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ

　

☎
０
８
０
ー

９
８
３
３
ー

３
５
０
０

　

経
済
的
な
理
由
で
給
食
費
や
学
用
品
費
な
ど
、就
学
に

必
要
な
費
用
の
支
払
い
が
困
難
な
児
童
生
徒
の
保
護
者
に

対
し
て
、援
助
を
行
い
ま
す
。

■
援
助
の
対
象

　
　

香
南
市
に
住
所
を
有
し
、
香
南
市
立

学
校
設
置
条
例
に
規
定
す
る
学
校
ま

た
は
、
香
南
市
立
以
外
の
国
立
も
し
く

は
公
立
の
小
中
学
校
に
在
学
す
る
児

童
生
徒
の
保
護
者
の
う
ち
、
次
の
項
目

に
該
当
す
る
方
。

①
生
活
保
護
法
に
規
定
す
る
要
保
護
者

②
当
該
年
度
ま
た
は
前
年
度
に
生
活

保
護
が
廃
止
等
に
な
っ
た
世
帯

③
市
民
税
が
非
課
税
ま
た
は
減
免
さ

れ
て
い
る
世
帯

④
そ
の
ほ
か
、
保
護
者
の
職
業
が
不
安

定
な
ど
、
生
活
状
態
が
極
め
て
悪
い
と

認
め
ら
れ
る
世
帯

■
援
助
項
目

　

①
学
用
品
の
購
入
費

②
通
学
用
品
の
購
入
費

③
新
入
学
時
の
学
用
品
・

　　

通
学
用
品
の
購
入
費

④
校
外
活
動
の
交
通
費
・
見
学
料

⑤
修
学
旅
行
費　　

⑥
生
徒
会
費

⑦
P
T
A
会
費　　

⑧
学
校
給
食
費

⑨
学
校
指
定
病
の
治
療
費

※
項
目
に
よ
り
限
度
額
や
対
象
が
異
な
り
ま

す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
申
請
手
続
き

　　
　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
よ
る
個
人

番
号
の
確
認
と
本
人
確
認
が
で
き
る

書
類
の
写
し
を
添
付
し
、
各
小
中
学
校

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
随

時
受
け
付
け
し
ま
す
が
、
認
定
・
支
給

に
つ
い
て
は
申
請
書
が
提
出
さ
れ
た
月

か
ら
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
申
請
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
・
申
請
書
の
様

式
は
、
各
小
中
学
校
、
教
育
委
員
会
学
校
教
育

課
に
あ
り
ま
す
。
支
給
内
容
等
、
詳
細
に
つ
い

て
は
お
知
ら
せ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

教育

就
学
援
助
費
の
申
請

C L O S E  U
P

問
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
５
７
ー

７
５
２
１

■
生
ご
み
処
理
バ
ケ
ツ
の
販
売

　【
価
格
】　
２
，２
０
０
円

【
販
売
場
所
】　

　

環
境
対
策
課
・
各
支
所

■
生
ご
み
処
理
機
購
入
費
用
の

一
部
補
助

　【
補
助
金
額
】　
購
入
価
格
の
２
分
の
１

以
内
で
限
度
額
３
万
円

【
補
助
対
象
】　
市
内
の
販
売
店
で
購
入

し
た
も
の

■
ご
み
集
積
所
の
集
積
ボ
ッ
ク
ス

費
用
（
新
設
・
修
繕
）の
一
部
補
助

　【
補
助
金
額
】　
設
置
整
備
費
の
２
分
の

１
以
内
で
、限
度
額
１０
万
円

※
事
前
に
環
境
対
策
課
と
構
造
等
に
つ
い
て

協
議
が
必
要

■
古
紙
等
集
団
回
収
奨
励
金

　【
奨
励
交
付
金
】　
１
㎏
当
た
り
４
円
を

乗
じ
た
金
額

【
交
付
対
象
団
体
】　
営
利
を
目
的
と
し

な
い
住
民
団
体

※
事
前
に
環
境
対
策
課
に
登
録
申
請
が
必
要

■
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
補
助
金

　【
補
助
金
額
】　
６
万
円
（
定
額
）　

※
平
成
２８
年
度
の
予
算
は
４８０
万
円
で
先
着
順

【
対
象
】　
自
ら
が
居
住
す
る
市
内
の
住

宅
に
１０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満
の
シ
ス
テ
ム

を
設
置
す
る
、
市
税
を
滞
納
し
て
い
な

い
個
人
の
方

※
申
請
は
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
工
事

着
手
前
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
工
事
着
手
後
の

申
請
で
は
補
助
金
が
交
付
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い

『
犯
罪
被
害
者
支
援
員
養
成
講
座
』

『
性
暴
力
被
害
者
支
援
専
門
講
座
』

　

受
講
生
募
集

　
　

被
害
者
支
援
員
と
は
、
犯
罪
の
被
害

に
あ
っ
た
方
や
そ
の
ご
家
族
か
ら
の「
電

話
相
談
」
や
、
法
廷
・
病
院
等
へ
の
付
き

添
い
な
ど
の
「
直
接
支
援
」
に
も
携
わ

り
、
被
害
者
の
心
身
に
わ
た
る
支
援
を

行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　
　

被
害
者
支
援
活
動
に
必
要
な
知
識

や
技
能
を
習
得
す
る
、
犯
罪
被
害
者
支

援
員
養
成
講
座
・
性
暴
力
被
害
者
支
援

専
門
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

　　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
申
　
　
　

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　

こ
う
ち
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　　
　

☎
０
８
８
ー

８
５
４
ー

７
５
１
１

２
０
１
６
年
度

　

４
月
は
引
っ
越
し
や
就
職
・
退
職
な
ど
に
よ
り
保
険
内
容

が
変
わ
る
方
が
多
い
時
期
で
す
。手
続
き
に
よ
っ
て
必
要
な
も

の
が
異
な
り
ま
す
が
、ど
の
手
続
き
に
も
印
鑑
、身
分
確
認
証

と
併
せ
て
世
帯
主
と
対
象
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
で
す
。

国
保
の
手
続
き
は
２
週
間
以
内
に

行
い
ま
し
ょ
う

問
市
民
保
険
課　

☎
５
７
ー

８
５
０
６

国保

C L O S E  U
P

　

●　

国
保
税
は
加

入
の
届
け
出
を

し
た
月
か
ら
で
は

な
く
、
加
入
資
格
を
得
た
月
ま
で
さ
か

の
ぼ
っ
て
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

●　

保
険
証
が
な
い
た
め
、
そ
の
間
の
医

療
費
は
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

●　

返
却
す
る
べ
き

国
保
の
保
険
証

を
使
っ
て
医
療
機

関
を
受
診
し
た
場
合
、
国
保
が
負
担
し

た
医
療
費
を
返
納
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

●　

国
保
と
健
康
保
険
の
両
方
に
加
入

し
た
状
態
で
は
、
保
険
料
を
二
重
に
支

払
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

や
め
る
届
け
出
が

　

遅
れ
る
と…

加
入
の
届
け
出
が

　

遅
れ
る
と…

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

※修学のために転出する学生は、修学特例の届け出を行うことで、転出後

　も香南市国保被保険者証を使用できます

こんなとき… 必要なもの

健康保険（被扶養者を含む）
に加入した

全員の新しい健康保険証・香南市
国保被保険者証

転入した

健康保険（被扶養者を含む）
をやめた

転出証明書

転出する 香南市国保被保険者証

修学のために転出する 学生証または在学証明書

健康保険の資格喪失日・被扶養者
でなくなった日の分かる書類

お気軽に
お問い合わせ
ください。

・

11２０１６.４ 10 ２０１６.４



Information
４
月
の

Information

お問い合わせは
　こちらまで！

56-0511

57-8500

57-8501

57-8502

57-8503

57-8504
57-8505

57-8506

57-8507

57-8508

57-8510

57-8512

57-8515

57-8513

57-7536

55-3111

57-7516

55-3600

55-3121

57-7520

55-0525

55-2111

57-7517

57-7518

57-7519

55-3141

　

57-7521

57-7524

57-7522

57-7523

54-2296

　

57-8509

56-1056

55-2143

54-2121

55-4141

　市役所（本庁)

　総　務　課

　防災対策課

　企画財政課

　地域支援課

　税務収納課
　　　　（税務係）

　　　　（収納係）

　市民保険課

　人　権　課

　環境対策課

　高齢者介護課

　上下水道課

　会　計　課

　議会事務局

　住宅管財課

　赤 岡 支 所

　健康対策課

　赤岡市民館

　吉 川 支 所

　商工水産課

　吉川総合センター

　香我美支所

　農　林　課

　建　設　課

　農業委員会

　夜 須 支 所

 【教育委員会】　

　学校教育課

　こうなん学校給食センター

　こ ど も課

　生涯学習課

　文化財センター

 【公民館施設】　

　福祉事務所

　野市中央公民館
　（のいちふれあいセンター）
　香我美市民館

　夜須中央公民館

　香 南 消 防

　
　

就
職
を
目
指
し
て
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
お
考
え
の
方
の
た
め
に
、３
〜

６
カ
月
の
職
業
訓
練
コ
ー
ス
を
開

講
し
ま
す
。受
講
料
無
料（
テ
キ
ス

ト
代
等
は
別
途
必
要
）
。
訓
練
期

間
中
か
ら
修
了
後
に
わ
た
っ
て
、ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
と
各
訓
練
施
設
が
積

極
的
に
就
職
支
援
を
行
い
ま
す
。

■
訓
練
コ
ー
ス
名
・
①
訓
練
期
間
・

②
募
集
期
間

▼
多
品
目
有
機
農
業
実
践
科

①
５
月
18
日(

水)

〜
11
月
17
日(

木)

②
４
月
14
日(

木)

ま
で

▼
I
T
ビ
ジ
ネ
ス
基
礎
科

①
５
月
25
日(

水)

〜
８
月
24
日(

水)

②
４
月
１
日(

金)

〜
21
日(

木)

▼
介
護
職
員
実
務
者
研
修
科

①
６
月
15
日(

水)

〜
12
月
14
日(

水)

②
４
月
28
日(

木)

〜
５
月
18
日(

水)

▼
ア
ロ
マ
・
カ
ラ
ー
セ
ラ
ピ
ス
ト
科

①
６
月
22
日(

水)

〜
９
月
21
日(

水)

②
５
月
６
日(

金)

〜
25
日(

水)

■
申
込
み　

住
所
を
所
管
す
る
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

　　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
高
知

　　


0
8
8
ー
8
3
3
ー
1
3
2
4

　　

聴
覚
障
害
者
に
文
字
で
情
報
を

伝
え
る
、
要
約
筆
記
者
の
養
成
講

座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。
手

書
き
と
パ
ソ
コ
ン
の
２
コ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。

■
対
象

　
　

講
座
修
了
後
、高
知
県
要
約
筆

記
者
認
定
試
験
を
受
験
し
、合
格

後
も
要
約
筆
記
者
と
し
て
継
続
し

て
活
動
で
き
る
、18
歳
以
上
の
方

■
期
間　
５
月
14
日
（
土
）
〜
12
月

３
日
（
土
）の
毎
週
土
曜
日
、９
時

30
分
〜
12
時
30
分
、全
28
回
予
定

■
場
所

　　

高
知
市
旭
町
２
丁
目
21
ー
6

　　

高
知
市
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
受
講
料　

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
等

別
途
必
要
）

■
申
込
み
締
切
り　
５
月
７
日（
土
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　　

要
約
筆
記
高
知
・
や
ま
も
も

　　


0
8
8
ー
8
4
2
ー
2
5
1
9

　
　

グ
ラ
ス
に
シ
ー
ル
感
覚
で
使
え

る
転
写
紙
を
貼
っ
て
、自
分
の
お
好

み
の
グ
ラ
ス
を
作
成
し
ま
す
。と
っ

て
も
楽
し
く
て
実
用
的
で
す
！

■
日
時　
５
月
18
日（
水
）

　　　　　　
　

10
時
30
分
〜
12
時

■
場
所　

の
い
ち
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー　
３
階　

学
習
室

■
対
象

　　

市
内
在
住
、在
勤
、在
学
の
方

※
４
月
27
日
（
水
）ま
で
に
定
員
に
達
し
な

い
場
合
は
市
外
の
方
も
可

■
参
加
料　
２
，０
０
０
円
（
グ
ラ
ス

１
個
の
場
合
）

■
定
員　

15
人

■
講
師　

畠
中
雅
子

■
必
要
な
も
の

　　
ハ
サ
ミ
・
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ゴ
ミ
袋

■
申
込
み
締
切
り　
５
月
11
日（
水
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　　 

野
市
中
央
公
民
館

　
　

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ク
ラ
ス
は
、さ
ら

に
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
に
バ

イ
オ
リ
ン
に
触
れ
て
い
た
だ
き
た

く
、新
入
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

　　

ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
所
有
の

楽
器
を
お
貸
し
し
ま
す
。
す
で
に

お
持
ち
の
方
は
、
ご
自
身
の
楽
器

を
お
使
い
く
だ
さ
い
。５
月
か
ら
レ

ッ
ス
ン
ス
タ
ー
ト
！

■
練
習
日
等　

土
曜
日
の
10
時
50

分
か
ら
約
１
時
間
、
月
３
回
の
グ

ル
ー
プ
レ
ッ
ス
ン

※
練
習
中
は
必
ず
保
護
者
同
伴
。合
奏
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
上
達
す
る
と
、木

曜
19
時
〜
21
時
の
練
習
日
に
変
わ
り
ま
す

■
場
所　
の
い
ち
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

■
対
象　
４
歳
〜
小
学
３
年
生
の
バ

イ
オ
リ
ン
未
経
験
の
方

■
定
員　

先
着
約
10
人

■
講
師　

武
内
恵
子

■
受
講
料　

月
額 

３
，０
０
０
円

■
申
込
み
締
切
り　
４
月
20
日（
水
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

香
南

ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
事
務
局

　　


0
8
0
ー
4
0
3
2
ー
5
1
2
0

　　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、誰
で
も
手
軽

に
始
め
ら
れ
、
心
身
共
に
健
康
効

果
が
得
ら
れ
ま
す
。

　　
３
人
以
上
の
チ
ー
ム
を
組
ん
で
、

全
員
が
楽
し
く
高
知
県
の
札
所
を

回
る
距
離
の
390
㎞
ウ
ォ
ー
ク
に
挑

戦
し
ま
せ
ん
か
！

　　

達
成
し
た
方
に
は
認
定
証
と
記

念
品
を
贈
呈
。ま
た
、達
成
者
の
な

か
で
健
康
増
進
が
み
ら
れ
た
方
な

ど
に
抽
選
で
賞
品
が
当
た
り
ま
す
。

■
内
容

　
●　

３
人
以
上
の
チ
ー
ム
で
、９
カ
月

以
内
で
全
員
が
390
㎞
ウ
ォ
ー
ク
の

達
成
を
目
指
し
ま
す
。１
日
30
分
、

週
５
日
程
度
で
９
カ
月
間
で
達
成

で
き
る
距
離
で
す
。

　
●　

累
計
の
で
き
る
歩
数
計
等（
ス
マ

ホ
等
で
も
可
）で
カ
ウ
ン
ト
し
、
香

南
市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
手
帳
に
記
録

し
て
い
き
ま
す
。

■
対
象

　
　

小
学
生
以
上
の
香
南
市
民
（
小

学
生
の
場
合
は
、
保
護
者
を
チ
ー

ム
に
含
む
こ
と
）
。ま
た
、１
週
間
に

１
回
以
上
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
習
慣
の

な
い
20
歳
以
上
の
方
を
、１
人
以

上
チ
ー
ム
に
含
ん
で
い
る
こ
と
。

※
先
着
30
人
に
歩
数
計
の
貸
出
し
可

■
申
込
受
付
期
間

　　
５
月
２
日（
月
）〜
７
月
29
日（
金
）

※
申
込
書
は
、各
支
所
と
市
役
所
市
民
室
、

健
康
対
策
課
に
あ
り
ま
す

■
達
成
申
請
受
付
期
限

　　

29
年
2
月
28
日（
火
）

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　　

市
役
所
健
康
対
策
課

■
申
込
み
方
法

　
　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
年
齢

を
、
電
話
ま
た
は
F
A
X
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
締
切
り　
４
月
13
日（
水
）

※
募
集
案
内
は
、４
月
17
日（
日
）ま
で
、市

社
会
福
祉
協
議
会
、の
い
ち
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
、高
齢
者
介
護
課
で
配
布
し
て
い
ま
す

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
　

香
南
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー（
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　　


57
ー
7
3
0
0

　　　

57
ー
7
3
0
5

　　

市
役
所
高
齢
者
介
護
課

　
　

農
業
・
林
業
・
水
産
業
・
商
工

業
・
観
光
・
住
宅
の
６
つ
の
分
野
で

構
成
す
る
香
南
市
産
業
振
興
計
画

に
つ
い
て
、若
者
の
視
点
か
ら
産
業

を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
ご
意
見

や
ご
提
案
を
い
た
だ
く
、
策
定
委

員
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象

　
　

市
内
在
住
の
18
歳
以
上
（
高
校

生
を
除
く
）35
歳
未
満
の
方

■
委
嘱
期
間

　　

委
嘱
日
〜
31
年
3
月
31
日

■
会
議
開
催

　　

年
３
回
、２
時
間
程
度

■
委
員
報
酬　

日
額 

５
，０
０
０
円

■
定
員　
２
人
程
度

■
申
込
み　

履
歴
書
を
市
役
所
商

工
水
産
課
へ
提
出（
選
考
あ
り
）

■
申
込
み
締
切
り　
５
月
６
日（
金
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　　

市
役
所
商
工
水
産
課

R
募 集

recruitment

募 集

FAX

催
し
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
み
て
家
族
で
外
出
の
予
定
を
立
て
て
い
ま
す
！

広

報

へ

の

ご

意

見

　
　

27
年
度
か
ら
、
決
め
ら
れ
た
介

護
保
険
施
設
等
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
す
る
と
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ

イ
ン
ト
」が
も
ら
え
、
ポ
イ
ン
ト
が

貯
ま
っ
た
ら
、
ポ
イ
ン
ト
数
に
よ
っ

て
香
南
市
ギ
フ
ト
カ
タ
ロ
グ
内
の

商
品
と
交
換
で
き
ま
す
。

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
度

を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
研
修
を

受
講
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
制

度
に
興
味
の
あ
る
方
は
、ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
研
修
内
容　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ

ン
ト
制
度
の
説
明
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
心
得
、活
動
紹
介

■
日
時

　　
４
月
17
日（
日
）10
時
〜
12
時

■
場
所　

の
い
ち
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー　
２
階　

第
１
研
修
室

■
対
象　

40
歳
以
上
の
市
民

■
受
講
料　

無
料

関連記事
裏面32ページをご覧ください！

　
　　
こ
う
な
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
　　
ウ
ォ
ー
ク
参
加
者

　
こ
う
な
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

ポ
イ
ン
ト
制
度
登
録
者
研
修
会

　
就
職
に
役
立
つ

　
職
業
訓
練
を
受
け
ま
せ
ん
か

　
　

野
市
中
央
公
民
館

　
　

ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
教
室

要
約
筆
記
者
養
成
講
座

　５月２日（月）です。
　期限内の納付をお願いします。

平成２７年度

市 県 民 税

国民健康保険

随２期

随２期
の納期限は

　

ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

　

プ
ラ
イ
マ
リ
ー　
バ
イ
オ
リ
ン
教
室

日程

■対象／慢性疾患・難病、障害があり、支援が必要な子ど

もたち（１８歳以下）と、その家族や支援者の皆さん

■定員／１５０組　６００人　※定員に達し次第受け付け終了

■申込み方法／ホームページの２０１６年応募フォーム、はがき、

ＦＡＸ、メールのいずれかで必要事項を記入しご応募ください。

①対象者氏名（ふりがな）　②年齢　③代表者氏名（ふりがな）

④代表者郵便番号・住所・連絡先　⑤お連れの方全員

の氏名・対象者との間柄　⑥子どもの人数（対象者含む）

⑦総人数　⑧車の台数　⑨連絡事項（気になる点など）

■申込み受付け期間／４月１０日（日）～３０日（土）必着　

■申込み・問い合わせ／〒781ー5233　野市町大谷738

　　　　　　　　　　　高知県立のいち動物公園「ドリームナイト」係

　　　　　　　　　　　56ー3509　FAX　56ー3723

　　　　　　　　　　　メール　dream2016@noichizoo.or.jp

　　　　　　　　　　　ホームページ　http://www.noichizoo.or.jp/

５／２８（土）１７:３０～２０:３０

場所

ドリームナイト
アット・ザ・ズー

at　Noichi　Zoological　Park　2016

高知県立のいち動物公園

■対象／慢性疾患 難

高知県

のいち動物公園があなたの

ために開園します。夢のような夜の

ひとときを一緒に楽しみましょう♪

　
　
　

香
南
市
産
業
振
興
計
画

　
　
　

策
定
委
員
会
委
員

第10回

13２０１６.４ 12 ２０１６.４



Information

　

①
野
市
町
高
齢
者
生
涯
学
習
講
座

　

②
夜
須
町
高
齢
者
生
涯
学
習
講
座

■
期
間

　

①
５
月
〜
29
年
３
月

　

②
４
月
〜
29
年
３
月

■
場
所

　

①
の
い
ち
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

②
夜
須
中
央
公
民
館

■
対
象

　　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

①
野
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
地
区
会
長

　
ま
た
は
野
市
中
央
公
民
館

　

②
夜
須
中
央
公
民
館

　　

特
定
健
診
受
診
券
は
４
月
30
日

時
点
で
国
保
に
加
入
し
て
い
る
40

〜
74
歳
の
方
を
対
象
に
、５
月
下

旬
頃
に
郵
送
し
ま
す
。
受
診
券
郵

送
以
前
（
４
〜
５
月
下
旬
）に
受
診

を
予
定
し
て
い
る
方
は
、受
診
券
の

事
前
発
行
を
行
い
ま
す
の
で
、
市

民
保
険
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　　

ま
た
、人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る

時
に
受
診
券
を
持
参
す
る
と
、
特

定
健
診
に
あ
た
る
費
用
の
割
引
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

　
　

た
だ
し
、
次
の
機
関
で
は
受
診

券
を
持
参
し
て
人
間
ド
ッ
ク
を
受

診
し
て
も
割
引
が
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
の
で
、
受
診
前
に
別
途
助
成
申

請
が
必
要
で
す
。
申
請
は
各
支
所

で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
助
成
申
請
が
必
要
な
機
関

　
●　

い
ず
み
の
病
院

　
●　

高
知
赤
十
字
病
院

■
助
成
申
請
に
必
要
な
も
の

　　

受
診
者
本
人
名
義
の
通
帳
・
印
鑑

■
問
い
合
わ
せ

　　

市
役
所
市
民
保
険
課

　　

介
護
保
険
料
は
本
人
の
所
得
や

年
金
収
入
額
、
世
帯
の
課
税
状
況

に
よ
っ
て
決
定
し
ま
す
。

　
　

28
年
度
の
所
得
は
６
月
以
降
に

決
定
す
る
た
め
、４
月
、６
月
の
介

護
保
険
料
の
金
額
は
、２
月
と
同

じ
保
険
料
額
を
年
金
か
ら
天
引
き

で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。こ
れ
を

仮
徴
収
と
い
い
ま
す
。

　　

所
得
や
課
税
状
況
が
確
定
し
た

後
、７
月
に
は
28
年
度
の
介
護
保

険
料
（
年
額
）
を
算
定
し
、仮
徴
収

３
回
分
を
年
額
か
ら
差
し
引
い
て
、

10
・
12
・
２
月
の
３
回
に
分
割
し
て

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す（
本
徴
収
）。

■
問
い
合
わ
せ　

　　

市
役
所
高
齢
者
介
護
課

▼
追
納
を
お
す
す
め
し
ま
す
！

　
　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全

額
免
除
・
一
部
納
付
）・
若
年
者
納

付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
の
承
認

を
受
け
た
期
間
が
あ
る
場
合
、
保

険
料
を
全
額
納
め
た
と
き
よ
り
も

老
齢
基
礎
年
金
の
受
け
取
り
額
が

少
な
く
な
り
ま
す
。

　　
そ
こ
で
、こ
れ
ら
の
期
間
の
保
険

料
は
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎

年
金
を
増
額
す
る
た
め
に
、
10
年

以
内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
納

め
る（
追
納
）こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

た
だ
し
、
免
除
等
の
承
認
を
受

け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し

て
３
年
度
目
以
降
に
追
納
す
る
と
、

当
時
の
保
険
料
額
に
一
定
の
加
算

額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　　

ま
た
、追
納
す
る
場
合
に
は
、先

に
経
過
し
た
月
の
分
か
ら
順
次
納

め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

　　

南
国
年
金
事
務
所

　　


0
8
8
ー
8
6
4
ー
1
1
1
1

　　

市
役
所
市
民
保
険
課

■
繰
り
上
げ
支
給

　　

老
齢
基
礎
年
金
は
原
則
と
し
て

65
歳
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
希
望
す
れ
ば
60
歳
か
ら
65

歳
に
な
る
ま
で
の
間
で
も
繰
り
上

げ
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

し
か
し
、
繰
り
上
げ
支
給
の
請

求
を
し
た
時
点（
月
単
位
）に
応
じ

て
年
金
が
減
額
さ
れ
、そ
の
減
額

率
（
最
大
で
30
％
）は
一
生
変
わ
り

ま
せ
ん
。ま
た
、繰
り
上
げ
請
求
し

た
後
で
は
障
害
基
礎
年
金
の
支
給

を
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
り

ま
す
。そ
の
ほ
か
に
も
不
利
益
な
点

が
多
い
の
で
、注
意
が
必
要
で
す
。

■
繰
り
下
げ
支
給

　　

希
望
す
れ
ば
66
歳
以
降
に
増
額

し
た
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
繰
り
下
げ
請
求

を
し
た
時
点（
月
単
位
）に
応
じ
て

年
金
が
増
額
さ
れ
、そ
の
増
額
率

（
一
月
で
0.7
％
、
最
大
で
42
％
）
は

一
生
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　　

た
だ
し
、遺
族
年
金
等
、他
年
金

の
受
給
権
が
あ
る
場
合
、
繰
り
下

げ
請
求
が
で
き
ま
せ
ん
。ま
た
、
振

替
加
算
に
つ
い
て
は
、増
額
の
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
が
、繰
り
下
げ
待
機

中
は
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

支
給
開
始
は
請
求
し
た
翌
月
分
か

ら
と
な
り
ま
す
の
で
、70
歳
到
達
月

末
ま
で
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

■
28
年
度
４
月
か
ら
の
年
金
額
は

27
年
度
と
同
額
に
な
り
ま
し
た

▼
老
齢
基
礎
年
金

　　
７
８
１
，０
０
０
円（
満
額
）

▼
障
害
基
礎
年
金

　　
９
７
５
，１
０
０
円（
１
級
）

　　
７
８
１
，０
０
０
円（
２
級
）

▼
28
年
度
の
定
額
保
険
料
は
、
月

額
１
６
，２
６
０
円
に
な
り
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ　

　　

南
国
年
金
事
務
所

　　


0
8
8
ー
8
6
4
ー
1
1
1
1

　　

市
役
所
市
民
保
険
課

（
３
月
号
）
市
長
談
話
室
「
香
南
市
の
子
育
て
支
援
」と
て
も
す
ば
ら
し
い
支
援
策
で
す
。
私
も
入
院
中
の
主
人
の
所
へ
出
か
け
た
り
、
保
育
園
か
ら
熱
を
出
し
て
い
る
の
で
お
迎
え
に
来
る　
↓（
15
ペ
ー
ジ
へ
）

広

報

へ

の

ご

意

見

よ
う
に
と
言
わ
れ
た
時
に
、す
ぐ
に
出
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
の
で
、な
か
な
か
自
由
な
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
。こ
ん
な
制
度
が
あ
る
と
お
母
さ
ん
も
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
大
助
か
り
で
す
ね
。

広

報

へ

の

ご

意

見

S
高齢者高齢者

senior citizen

　
　
　

特
定
健
診
受
診
券
の

　
　
　

事
前
発
行
が
で
き
ま
す

　
　

介
護
保
険
料
を
年
金
か
ら
の

　
　

天
引
き
で
納
め
て
い
る
方
へ
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４月 ６月 ８月１０月

▼平成２８年度年間保険料

※８月は年間を通じてできるだけ均等に
　　なるように調整した金額となります

１２月２月
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※機種名は本体裏側のラベルに表示してありますＴＤＫスチーム式加湿器

　ＴＤＫスチーム式加湿器の上記４機種について、発煙・発火に至る恐れがあり、重大事故も発生しています。押し入

れ・物置・倉庫など、いま一度お確かめいただきますようお願いします。事故発生を未然に防止するため、引き続き製品

回収にご協力をお願いします。該当製品にお心当たりの方は、下記のフリーダイヤル（無料）までご連絡ください。

加湿器の回収にご協力ください。

ＴＤＫ 株式会社

0120 - 604 - 777
《受付時間》　９：００～１９：００　　（土・日・祝日も含む）

ＴＤＫ株式会社（加湿器お客様係）回収専用
フリーダイヤル

火災事故
に

至る恐れ
！火災事故
に

至る恐れ
！

●リコール対象商品（右記

４機種）お引き取りの際

は、１台あたり　５,０００円

お支払いします。

▼インターネットでもご案内しています。

http://www.tdk.co.jp

KS-500H KS-300W KS-31W KS-32G

◆　平成２８年度　◆

高齢者肺炎球菌感染症定期予防接種

問い合わせ／市役所健康対策課　５７-７５１６

対象者
①

６５歳 昭和２６年４月２日～昭和２７年４月１日生

７０歳 昭和２１年４月２日～昭和２２年４月１日生

７５歳 昭和１６年４月２日～昭和１７年４月１日生

８０歳 昭和１１年４月２日～昭和１２年４月１日生

８５歳 昭和　６年４月２日～昭和　７年４月１日生

９０歳 大正１５年４月２日～昭和　２年４月１日生

９５歳 大正１０年４月２日～大正１１年４月１日生

１００歳 大正　５年４月２日～大正　６年４月１日生

対象者
②

実施期間

６０歳以上６５歳未満で、心臓・腎臓・呼吸器の機

能、ヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に

重い障害のある方（身体障害者手帳１級相当）

※予診票を発行しますので、事前にご連絡ください

医療機関
に 持 参
するもの

●　予診票（対象者①の方には２８年４月に郵送）
●　本人を確認できるもの（健康保険証や運転免許証）
●　対象者②の方は身体障害者手帳

生活保護を受給している方は自己負担金の免

除制度があります。接種する前に申請が必要で

す。２８年１月から申請時に個人番号が必要にな

りましたので、個人番号通知カード・受給証明書

を持参ください。詳細はお問い合わせください。

４月１日～平成２９年３月３１日

実施場所

自　　己
負担金

高知県内の委託医療機関　※要予約

接種回数 ２８年度中に１回

２,０００円

※過去に肺炎球菌ワクチン（２３価）の接種歴のある方は対象外です

２８年度の接種対象者・内容は下表のとおりです。

期間内に忘れずに接種しましょう。

夜須中央公民館◆催し案内

申込みは夜須中央公民館へ直接、または電話
（５４‐２１２１）で。詳しくはチラシをご覧ください。

■時間　13：30～15：30

■場所　夜須中央公民館　2階　調理実習室

■対象　小学生以上で市内在住、在勤、在学の方

※小学３年生以下は保護者同伴。４月１４日（木）までに定員に

　達しない場合は市外の方も可

■定員　16人　　　■受講料　2,000円　　　■講師　宇田卓生

■持ち物　大きめのボウル、エプロン、三角巾、手拭き用タ

オル、持ち帰り用のタッパー（２㎏のみそが入る大きさ）

■申込み締切り　5月6日（金）

みそ作り教室

■時間　14：０0～16：00

■場所　夜須中央公民館　2階　調理実習室

■対象　小学生以上で市内在住、在勤、在学の方

※小中学生は保護者同伴。４月１４日（木）までに定員に達しな

　い場合は市外の方も可

■定員　15人　　　　■受講料　900円　　　　■講師　中島久枝

■持ち物　エプロン、マスク、長袖の服

■申込み締切り　5月19日（木）

理実習室

室

自分だけの
自分だけの

手作り
石けん教室　

5月28日（
土）

　

　　作る楽しみ、待つ楽しみ、

食べる楽しみが味わえる自分だけの

「手前みそ」を作ってみませんか？

5月15日（
日）

　

理実習室

食用のオリーブ

オイルを使用し、100％

天然の無添加石けん作り

に挑戦します♪

（金）
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